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１.　はじめに

名古屋都市高速道路として建設中の東山トンネルのうち、２号立坑は、前報１）で示したとおり上部に鋼製切

梁、中 間部に 高剛 性の RC 切梁、 下部 にグラ ウン ドアン カーを 配し た複合 的な 支保形 式を有 する 山留壁 とし て

計画され、工事を行った。

本報で は、 山留壁 （地 中連 続壁） 及び 支保 工にお ける 計測 計画を 示し 、そ の結果 から 設計 手法、 モデ ル化 あ

るいは想定荷重の妥当性等について比較考察を行う。

２.　立坑計測工の概要

図－１に計測機器の配置図を示す。計測工では以下の点に着目した。

・山留 壁（ 地中連 続壁 ）の 曲げモ ーメ ント分 布を 精度 良く把 握す るため 、連 続壁 の鉛直 方向 鉄筋に 比較 的密 に

鉄筋計を配置した。

・剛性 の異 なる複 合的 な支 保形式 にお いて、 それ ぞれ の支保 工へ の荷重 配分 を把 握する ため 、支保 工材 に計 器

を配置した（鋼製切梁→ひずみ計、RC 切梁→鉄筋計、グラウンドアンカー→荷重計）。

・また、支保工撤去時においても計測データを活用し、安全で合理的な施工ができる様、計測を継続している。

トンネル発進時の連壁取壊しに伴うアンカー撤去等、計測データをもとに安全性を確認し施工した。

・挿入式傾斜計の変位は４方向で測定し、データの信頼性を高めるとともに偏土圧の影響も調べた。
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図－１　２号立坑山留支保工計測工図

キーワード：大深度山留、山留支保工、計測
連　絡　先：大成・熊谷・東洋ＪＶ植田山工区作業所　名古屋市名東区藤巻町1-2-821　電話052-783-5830　FAX052-783-5835



３.　計測結果と設計値の比較考察

図－２ に、中 間 RC 切梁架 設終 了時及 び掘 削床付 け完 了時の 計測結 果と 設計値 の比 較を示 す。 図より 、下 記

に示す挙動が確認できる。

・山留 壁の 曲げモ ーメ ント 分布は 、設 計値に 比較 して 最大・ 最小 値は計 測値 がや や小さ いが 、全般 的な モー ド

は合致している。

・水平 変位 分布は 設計 値が 天端部 で最 大値を 示し てい るのに 対し て、計 測値 は掘 削側引 張り の曲げ モー メン ト

が卓越 して いる付 近で 大き い値を 示し てい る。こ れは 、設 計に比 較し て実 際の施 工で は、 天端部 に剛 性の 高

い覆工 桁の 拘束が ある 等拘 束条件 が異 なっ ている こと に原 因があ ると 考え られる 。天 端部 の拘束 を加 味す る

と設計値と計測値には整合がみられる。

・各支保 工の荷重 分担は、 鋼製切梁 が設計値 の 1.3 倍 程度、グ ラウンド アンカー が設計値 の 0.6 ～0.7 倍程度 と

なって いる 。な お、 RC 中 間梁 では 、計 測開 始後 、コ ンクリ ート 打設 養生 中に 断面 に引 張り クラ ック が発 生

し、荷 重の 大半を 鉄筋 が負 担する 構造 とな ってし まっ たも のと考 えら れる 。この 付近 の山 留壁の 曲げ モー メ

ント分 布は 計測 値と 設計 値で 概ね 合致 する こと から 、RC 切 梁の 負担 する 支保 工反 力が 設計 値に 等し いと 仮

定すると、鉄筋とコンクリートの荷重分担は、3：1 となりヤング係数比に換算すると Es／Ec= 80 程度となる。

・支保工反力の単位奥行き当りの合力は、設計値で約 400 tf／m であるのに対して、計測値の合計は約 330 tf／m

（83％）となり、若干大きいもののほぼ妥当な結果となっている。

・図に は示 してい ない が、 ４方向 によ る水平 変位 分布 はほぼ 同様 の値を 示し てお り、信 頼性 の高い 計測 結果 が

得られている。偏土圧の影響（平均高低差 4m、上載荷重 7tf ／m2）は余り顕著ではなかった。

４.　まとめ

　複合 的な 支保形 式を 持つ 山留支 保工 を計画 し、 計測 工を実 施し た。計 測の 結果 、設計 値は 概ね計 測値 と合 致

し、モ デル 化、想 定し た荷 重等が ほぼ 妥当で ある こと が示さ れた 。但し 、本 検討 結果に おい ては、 下部 グラ ウ

ンドア ンカ ーより も上 部鋼 製切梁 に荷 重が集 中し たこ と、全 体の 設計荷 重よ り約 ２割程 度実 測の荷 重が 小さ か

ったことに留意する必要がある。

-5 0 5 10 15 20 25 30
10

20

30

40

50

60

RC切梁架設時（設計）
掘削床付完了時（設計）
RC切梁架設時（計測）
掘削床付完了時（計測）

水平変位量（mm）

標
高
 (N
P
 m
)

RC切梁
架設時

掘削床付
完了時

（　）内は設計値

126tf
(137tf)

71tf
(129tf)

120tf
(109tf)

154tf
(122tf)

85tf (119tf)

50tf (105tf)

112tf (113tf)

95tf (116tf)

70tf (120tf)

-100 -50 0 50 100
10

20

30

40

50

60

山留壁曲げモーメント（tfm／m）

標
高
 (N
P
 m
)

掘削側引張が正

図－２　計測結果と設計値の比較
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